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5
月
27
日
、
役
場
前
に
到

着
し
た
訪
問
団
は
、
く
っ

ち
ゃ
ん
羊
蹄
太
鼓
保
存
会
の

太
鼓
の
演
奏
に
よ
っ
て
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
倶
知
安
風
土
館

と
小
川
原
脩
記
念
美
術
館
を

訪
れ
、
交
流
の
証
と
し
て
サ

ン
モ
リ
ッ
ツ
か
ら
贈
ら
れ
た

記
念
品
な
ど
の
展
示
を
は
じ

め
、
館
内
の
作
品
一
つ
一
つ

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
未
来
に

向
け
て
友
好
の
絆
を
よ
り
一

層
深
め
る
た
め
の
交
流
事
業

を
推
進
す
る
こ
と
を
誓
い
、

共
同
宣
言
書
へ
署
名
し
ま
し

た
。

　

姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
の

記
念
品
と
し
て
、
俱
知
安
町

か
ら
は
ア
イ
ヌ
文
様
が
飾
ら

れ
た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
市
か
ら
は
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

る
太
陽
が
飾
ら
れ
た
盾
が
そ

れ
ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

１
９
８
８
年
（
昭
和
63

年
）、
俱
知
安
町
か
ら
初

の
公
式
訪
問
団
が
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

10
月
2
日
、
宮
下
雄
一

郎
町
長
ら
26
名
の
訪
問
団

は
、
市
内
に
到
着
す
る
と

市
役
所
庁
舎
前
広
場
に
案

内
さ
れ
、
音
楽
隊
に
よ
る

マ
ー
チ
の
演
奏
と
、
約

１
０
０
名
の
一
般
市
民
に

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

広
場
で
行
わ
れ
た
歓
迎

式
で
は
、
音
楽
隊
に
よ
る

ス
イ
ス
国
歌
の
演
奏
と
、

ア
ル
プ
ホ
ル
ン
で
日
本
国

歌
が
演
奏
さ
れ
、
訪
問
し

▲市長らがサインしたハンカチ

　

１
９
８
６
年
（
昭
和
61

年
）、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市

か
ら
初
の
公
式
訪
問
団
が

来
町
し
ま
し
た
。

6
月
29
日
に
文
化
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

「
ふ
れ
あ
い
の
夕
べ
」（
歓

迎
式
・
音
楽
交
歓
会
）
で

は
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
長

夫
婦
ら
9
名
が
、
町
民
か

ら
の
あ
た
た
か
い
歓
迎
を

受
け
ま
し
た
。

　

式
典
の
中
で
は
、
町
内

の
合
唱
団
や
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
歌
の
発
表
、
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
市
音
楽
隊
に
よ

特 集

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
で

は
、
豪
雪
う
ど
ん
や
お
寿
司

な
ど
の
日
本
の
食
べ
物
が
振

る
舞
わ
れ
た
ほ
か
、
も
ち
つ

き
が
行
わ
れ
、
サ
ン
モ
リ
ッ

ツ
市
長
を
は
じ
め
、
訪
問
団

の
方
々
が
は
じ
め
て
の
も
ち

つ
き
を
体
験
。
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
ひ
ら
ふ
地
区
の
視

察
や
町
内
の
散
策
を
行
い
、

街
中
で
町
民
と
ふ
れ
あ
う
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
文
化
体
験
と

し
て
、
居
合
・
剣
道
の
見
学

や
、
着
物
の
着
付
け
、
書
道
、

茶
道
な
ど
の
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
終
日
に
は
町
内
の
小
学

校
を
訪
問
。
西
小
学
校
樺
山

分
校
で
は
授
業
を
見
学
、
そ

の
後
は
児
童
が
よ
さ
こ
い
を

披
露
し
、
市
長
ら
は
興
味
深

く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

西
小
学
校
で
は
外
国
語
活

動
に
参
加
し
、英
語
で
交
流
。

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
貴

重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

2014　姉妹都市提携 50 周年

２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）、
姉
妹
都
市
提
携
50
周
年
を
記
念
し
、

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
か
ら
市
長
ら
6
名
の
公
式
訪
問
団
が
来
町
し
ま
し
た

　1964 年（昭和 39 年）、オーストリアのインスブル

ック冬季五輪視察団の一人だった高橋清吉町長がサン

モリッツ市長の元を訪れ、姉妹都市提携を申し入れた

ことから、両都市の友好関係は始まりました。

サンモリッツ市長

らは、倶知安町側が

差し出したハンカチ

にその場でサインし、

提 携 を 快 諾 し ま し

た。

姉妹都市 サンモリッツと
倶知安をつなぐ友好の絆

る
ア
ル
プ
ホ
ル
ン
の
演
奏

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
互
い

の
国
の
音
楽
を
通
じ
て
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
訪
問
記
念
と
し

て
、
俱
知
安
町
と
サ
ン
モ

リ
ッ
ツ
市
の
両
首
長
が
倶

知
安
町
役
場
前
庭
に
エ
ゾ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
と
き
植

え
ら
れ
た
桜
の
木
は
、
役

場
新
庁
舎
建
設
に
伴
っ
て

植
え
替
え
が
行
わ
れ
、
現

在
は
町
内
ど
ん
ぐ
り
公
園

に
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

1986　初の公式訪問団が来町
た
日
本
側
の
女
性
た
ち
に

は
花
束
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ス
イ
ス
音
楽
が
流
れ

る
中
、
集
ま
っ
た
市
民
に

も
ワ
イ
ン
が
配
ら
れ
、
市

長
ら
と
の
再
会
と
両
都
市

の
ま
す
ま
す
の
友
好
を
祝

し
て
乾
杯
し
ま
し
た
。

　

翌
日
、
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

市
長
自
ら
の
案
内
の
も
と

で
、
市
内
の
小
中
学
校
や

市
役
所
庁
舎
、
リ
ゾ
ー
ト

地
や
別
荘
地
な
ど
の
視
察

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
夜

開
か
れ
た
晩
さ
ん
会
で
も

華
や
か
で
心
の
こ
も
っ
た

歓
迎
を
受
け
、
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。

１９８８　 知安町から公式訪問

　

２
０
１
９
年
（
令
和
元

年
）、
俱
知
安
町
で
は
Ｇ

観
光
大
臣
会
合
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
の
あ

る
ス
イ
ス
は
Ｇ
　
非
加
盟

国
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
倶

知
安
町
が
観
光
庁
に
依
頼

し
ス
イ
ス
を
招
待
。
10
月

26
日
、
ス
イ
ス
か
ら
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
市
長
、
東
京
の

ス
イ
ス
大
使
館
か
ら
駐
日

大
使
な
ど
が
来
町
し
ま
し

た
。

　

市
長
ら
代
表
団
は
、
町

内
の
酒
蔵
「
二
世
古
酒

造
」
を
視
察
し
、
酒
造
り

の
見
学
と
試
飲
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
は
雪
ん
子

館
で
地
元
の
小
中
学
生
で

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）、
Ｇ　

観
光
大
臣
会
合
に
合
わ
せ
て
、

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
長
ら
ス
イ
ス
代
表
団
を
招
待
し
ま
し
た

2019　スイス代表団を 知安町に招待
構
成
さ
れ
るM
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の
子

ど
も
た
ち
が
代
表
団
を
出

迎
え
、
ス
イ
ス
民
謡
な
ど

数
曲
を
演
奏
し
、
ス
イ
ス

代
表
団
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　

今
回
の
交
流
を
記
念
し

て
、
倶
知
安
町
か
ら
サ
ン

モ
リ
ッ
ツ
市
の
イ
エ
ニ
ー

市
長
、
ス
イ
ス
連
邦
の
ヤ

コ
ブ
代
表
、
駐
日
ス
イ
ス

大
使
館
の
パ
ロ
駐
日
大
使

の
3
名
そ
れ
ぞ
れ
に
、
町

内
在
住
の
画
家
・
徳
丸
滋

氏
の
絵
画
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
長

か
ら
は
、
友
好
の
証
と
し

て
市
章
入
り
の
ス
キ
ー
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

20

20

20

　

倶
知
安
町
と
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
が
姉

妹
都
市
に
な
っ
て
か
ら
、
今
年
で
57
年

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
訪
問
団

の
行
き
来
や
ス
ポ
ー
ツ
で
の
交
流
、
贈

り
物
の
や
り
と
り
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

交
流
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中

で
も
力
を
入
れ
て
き
た
の
が
子
ど
も
た

ち
（
留
学
生
）
の
交
流
で
す
。

　

事
業
が
始
ま
っ
た
１
９
９
６
年
（
平

成
8
年
）
以
降
、倶
知
安
町
か
ら
24
名
、

サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
市
か
ら
18
名
の
中
高
生

が
留
学
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
２
０
１
８
、１
９

年
度
の
交
換
留
学
に
参
加
し
た
方
々
の

体
験
談
や
、
未
来
の
留
学
生
と
な
る
子

ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
し

ま
す
。

～青少年交流事業～
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特
集

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
・
感
染
拡
大
に
伴
っ

て
、
海
外
渡
航
が
制
限
さ
れ
、

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
を

最
後
に
、
青
少
年
交
流
事
業
は

一
時
中
断
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
も
な
お
、
先
の
見
通
し
の

立
た
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
こ
の
特
集
を
通
じ
て
、

こ
れ
ま
で
の
交
流
と
友
好
の
歴

史
を
振
り
返
り
、
姉
妹
都
市
サ

ン
モ
リ
ッ
ツ
を
少
し
で
も
身
近

に
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い

で
す
。

　

約
９
０
０
０
キ
ロ
離
れ
た
2

つ
の
ま
ち
の
、
2
枚
の
ハ
ン
カ

チ
か
ら
始
ま
っ
た
姉
妹
都
市
交

流
は
、
２
０
２
４
年
（
令
和
6

年
）
に
60
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
友
好

の
歴
史
は
、
こ
の
先
も
途
絶
え

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
大
切
に
未

来
へ
繋
い
で
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
以
前
の
よ
う
に
倶

知
安
と
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
の
子
ど

も
た
ち
が
顔
を
合
わ
せ
て
交
流

す
る
、
そ
の
日
が
来
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

友
好
の
歴
史
を

未
来
に
つ
な
い
で
い
く

サンモリッツで過ごす中で、いろいろな人がいるんだと、視野が広
がりました。
学校訪問では現地の生徒たちと一緒に料理やバレーボールをして交
流しました。ドイツ語が分からず会話は通じなくとも、スポーツを
通じて繋がることができ、スポーツは世界共通であると実感しまし
た。

青少年交流事業に参加して

未来の留学生へメッセージ

英語に自信がなくても、積極的に話すことで、交流が楽しくなると
思います！

とにかくなんでもやってみること、経験することの大切さを学びま
した。楽しいことも悩むこともありましたが、すべていい経験、素
敵な思い出となっています。
サンモリッツの学生たちはとても温かく親切で、すぐに打ち解ける
ことができました。３人の学生やホストファミリーとは今でも繋が
りがありますが、いつかまた直接会って、感謝を伝えたいです。

こんなに素晴らしいチャンスはないので、少しでも行ってみたいと
思うなら絶対に行くべきです。見たことのない、経験したことのな
い世界がたくさん待っています！

青少年交流事業に参加して

未来の留学生へメッセージ

姉妹都市 サンモリッツと
倶知安をつなぐ友好の絆

青少年交流事業を経験して

旅行をしたり、異なる文化を学んだり、新しい人と出会うのが好きで、参
加を決めました。
倶知安の学生たちは、私たちとの出会いを喜び、友達のように親切にして
くれました。同じ言語を話さなくても、共通点がなくても、コミュニケー
ションを取ることで分かり合うことができ、友達になれると分かりました。
関わってくれた人たちにはとても感謝しています。いつかまた再会したい
です。

交流することを恐れず、楽しんで、できるだけ多くのことを学んでくださ
い。そして、全ての小さな瞬間、全ての楽しい瞬間を楽しんでください。
その経験は誰でも手に入れられるものではなく、一生に一度の機会である
ことを忘れないでほしいです。

青少年交流事業に参加して

未来の留学生へメッセージ

倶知安で出会った人たちは、とても親切で、いつも笑顔で、私たちを温か
く迎えてくれました。また、町のあちこちにサンモリッツにまつわるもの
を見つけ、姉妹都市を大切にしてくれているということに感激しました。
ホストファミリーとは、言葉が通じなくても、お互いを理解することがで
き、心が通じ合ったことに感動しました。
3 人の学生と一緒に過ごした時間はそれほど長くありませんでしたが、特
別な関係になれました。いつかまた再会しましょう。

怖がらずに自分を信じ、勇気を出すことが大切で、何事にも心を開けば、
この交流を思う存分楽しむことができます。
大変なこともありますが、それ以上に価値のある体験ができると思います。

青少年交流事業に参加して

未来の留学生へメッセージ

日本文化に深く触れる体験はなかなかできないと思い、すぐに参加を決めま
した。
倶知安の学生たちと交流し、国や文化が違っても通じ合えるということが分
かりました。たくさんの新しい知識と発見があり、異なる文化や生き方につ
いての理解が深まりました。
倶知安の 3 人の学生をはじめ、ホストファミリー、私たちを温かく親切に
迎えてくれた人たちに心から感謝します。

自分の知らない国でたくさんの経験ができる機会があるなら、思いきって、
異なる文化に飛び込んでみてください。
新しい体験の中で、愛に溢れる素敵な人たちに出会えるでしょう。

青少年交流事業に参加して

未来の留学生へメッセージ

佐藤 優
ゆ い

衣 さん

竹山 芽
め り

里 さん

S
ソ フ ィ ア

ofia Severino さん

C
コ リ ン

olin Masely さん

S
サ ラ

ara
Augusto Botelho さん
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